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今回も前号に続き、リモート審査に関するご質問についてご紹介いたします。

Q1.　リモート審査はどの会社でも受けることができますか？

A1.　必要な通信環境などご準備いただければ受審は可能ですが、

一部規格や審査内容によってはご希望に沿えない場合があります。

以下のケースを含め、訪問審査が必要となる可能性がございます

ので、ご了承ください。

・現在の認証範囲からの変更（認証範囲変更、サイト拡張等）

・前回の再認証審査までの各審査にて軽微な不適合5件以上　

　（重大な不適合2件以上）

他にも様々なケースがございますので、弊社認証部までお問い合

わせください。

Q2.　リモート審査を希望する場合は、アンケート用紙を提出するよ

うに言われましたが、どういう内容ですか？

A2.　アンケートは、審査対象サイトの通信環境や状況など、リモー

ト審査実施に必要な確認事項となります。記入例も合わせて弊社

ホームページに掲載しておりますので、ご参照ください。

Q3.　リモート審査になった場合、審査日数・費用は変わりますか？

A3.　原則として、通常審査と変わりません。

Q4.　リモート審査の場合、審査はすべてリモートとなるのでしょう

か？一部のみリモート審査となることはありますか？

A4.　会社の規模、業種、リスクなどによって、現地審査が必要な

場合、部分的のみリモート審査になる場合があります。弊社認証

部までお問い合わせください。

Q5.　再認証審査が約1か月後に予定されているのですが、延

期しようか迷っています。初めてでもリモート審査に対応できるで

しょうか？

A5.　サーベイランス、再認証審査とも、それぞれ受審期限があり、

スキップすることはできません。また、延期後さらに状況が悪化する

可能性もあります。リモート審査はアンケート用紙にてお客様の

状況を確認した上で実施します。弊社では昨年より導入しており、

審査員も慣れてきておりますので、お客様の不安も最小限に実施

できると思われます。感染症予防の面からもリモート審査のメリット

をご考慮いただき、ぜひご検討をお願いできればと思います。

【お問い合わせ】

東京事務所 認証部 Email：cert-scheme.japan@intertek.com

鹿児島県日置市のASIAGAPのお客様
ASIAGAP HIOKI部会設立
　弊社でASIAGAPを認証取得されている鹿児島県日置市の16

の茶工場のお客様が、国内向けや輸出用のお茶の生産、販売強

化を目的に、ASIAGAP HIOKI部会を設立されました。

　GAP（Good Agricultural Practice：農業生産工程管理）は、

農場管理の基準で、食の安全や環境保全、労働安全に取り組む

農場に与えられる認証で、ASIAGAPは日本発祥のJGAPが発展し

たものです。HIOKI部会では、産地全体でASIAGAPを取得され、品

質・量・規格・安全性などを満たす製品（茶）を地域全体で一つの

ロットとして、戦略的に生産、販売するという取組みを目指されてお

り、全国的にも珍しい事例になります。今後は、国内販売だけにと

どまらず、台湾、米

国をはじめとした海

外への販路拡大も

視野に入れられて

おり、今後の活動

が期待されます。

（参照：鹿児島県

HP／鹿児島地域

振興局だより令和

3年3月号）

【ASIAGAP HIOKI部会 メンバー茶工場】

有限会社伊集院製茶、池田秀徳製茶、有限会社池田製茶、

牧迫製茶、末永 清 製茶、稲田製茶、窪田製茶、世献榎園製茶

有限会社、西山製茶、前鶴製茶、株式会社宮下製茶、株式会社

春日園川路製茶、有限会社船迫製茶、さつま日置農協飯牟礼

FA工場、有限会社東製茶、新村製茶株式会社

新セミナー案内：コミュニケーション基礎研修
　弊社ではISO規格以外のセミナーも開催しており、明日から使える「伝え

る・伝わる」技術の習得を目的とした「コミュニケーション基礎研修」を、オ

ンラインにて新たにスタートしました。

　本セミナーでは、仕事における効果的コミュニケーションとその取り方に

ついて、通常業務の中で想定される課題を講師や他の受講生と共有し、

個人・グループワークを通して「伝える・伝わる」技術を学びます。社内で

のコミュニケーションに課題を感じている方、今より円滑に周囲とのコミュニ

ケーションを進めたい方などに最適のセミナーです。4月の初回開催時に

はご好評をいただき、次回以降の開催も予定しております。ご興味がござ

いましたら、弊社ホームページをご参照いただくか、弊社東京事務所研修

部（03-3669-7435）までお気軽にお問い合わせください。

テキスタイルエクスチェンジ認証を開始
　地球環境や動物福祉などに配慮した国際規格、テキスタイルエクス

チェンジ認証を開始しました。テキスタイルエクスチェンジ認証の目的は、

繊維産業の持続可能性を促進し、製品のリサイクル、有機、および/また

は好ましい材料の使用を奨励し、生産によって引き起こされる問題を

軽減/排除することです。テキスタイルエクスチェンジ認証は、水、土壌、

空気、および人々の活動に対する繊維産業の影響を軽減するために、

農場、材料から製品までのサプライチェーンを通してライフサイクル全体

についてプラクティスを特定します。SDGs達成にも貢献できることから

今後の普及が期待されています。

　弊社での取り扱いは、グローバル リサイクルド スタンダード(GRS)、リサ

イクルド クレーム スタンダード(RCS)、コンテント クレーム スタンダード 

(CCS)、オーガニック コンテント スタンダード(OCS）になります。認証詳細、

他の各認証については、弊社サステナビリティ アシュアランス部（Email：

info.ba-japan@intertek.com）までお気軽にお問合せください。

ASIAGAP HIOKI部会 設立総会（2021年2月26日）


